
多様な分子が存在する生体膜リン脂質はグリセロール骨格に２つの
脂肪酸と１つの極性基からなり、各組織機能に影響している。特に
ドコサヘキサエン酸やアラキドン酸など結合している脂肪酸の影響
は大きい。これら多様性は主にlysophospholipid acyltransferase

(LPLAT)で合成される。現在１４種のLPLATが知られており我々は

９種を同定（真の基質同定含む）した。これらの欠損マウスはリン
脂質組成を変動させることができる生体膜リン脂質操作マウスであ
る。本日はLPLAT欠損マウスの解析から、DHAや脂質メディエータ
ー（PAF）を中心に妊娠期脂質栄養、雄性生殖、神経障害性疼痛に
ついて紹介する。また、混乱を招いているLPLAT名についても提案
名を紹介したい。
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